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１. はじめに 

	 本研究は、美術教育のデザイン分野に造形要素を活用

して伝統的工芸と生活デザインをつなぐ試みを通し、デ

ザイン教育のコンセプト形成に必須の問題発見力と造形

的解決力の深化をはかることを目的とする。 

	「生活デザイン」とは、衣食住をはじめとする生活の場

に関わる様々なデザインの総称として用いられている。

「伝統的工芸品」とは、正式名称「経済産業大臣指定伝

統的工芸品」であり、「伝産法(伝統的工芸品産業の振興

に関する法律)」(昭和 49 年公布、平成４年及び平成 13

年に改正)に定められた要件を備えて大臣指定を受けた

ものであるが、一般に「伝統工芸」「伝統工芸品」と呼

ばれるものに厳密な定義がなく明確に区別することがで

きない	 (注１)とされている。伝統的工芸の魅力や価値

が、若い世代に十分に伝わらず継承を危惧する理由とし

て、現代生活とのつながりが希薄で馴染みにくく、高価

な昔のものというイメージが強いことが挙げられる。海

外における日本の伝統的工芸の注目度が増し、国内の

様々な雑貨ブームの中で、伝統的側面を重視したデザイ

ン教育は急務であろう。 

中小企業庁の JAPAN ブランド育成支援事業(注２)は、

伝統的工芸の分野においても海外の見本市への出展によ

り話題性を創出している成功例もあるが、地域が主体と

なる発信力育成や継続には必ずしもつながっていないと

いう課題がある。 

伝統的なものをテーマやモチーフとして扱うメーカ

ーも国内には各種あり、古布のリメイクにポップなイメ

ージを付加した展開や、衣食住に留まらず生活文化に関

する多様な発信を行っている例などもある。海外には、

若者向け総合インテリア雑貨の展開やインテリアデザイ

ンの総合プロデュースにおいて、ローカルな素材を現代

の生活シーンにあわせて洗練させたデザインでグローバ

ルな展開に定評があるものもある。また、民族固有の文

化としての意匠や技術にインスピレーションを受けて生

まれたデザインの名品も多数有る。 

しかし、デザインの持つ記号的な側面や流行から購入

する傾向は、真の共感を持って長く愛用することとは距

離があるので、実際の使用感を通した理解や社会との関

連で考えるデザインの学びが重要である。 

良い使い手の存在が手仕事の水準を引き上げるとい

う送り手と受け手の循環が途切れた近代社会の仕組みへ

の対応としても、コンセプト形成力とデザイン提案力を

通して新たな視座を提示できるものと考える。また，グ

ローカルマインドを育むことにもつながり、その先には

サスティナブル社会の構築への寄与も期待できる。 
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２. 研究の方法 

 まず、伝統的工芸品と伝統的工芸が関わる生活デザイ

ン分野に関する文献調査を行いながら、フィールド調査

とヒアリングを通して、伝統的工芸が現代の生活デザイ

ンとして洗練されたモデル事例やデザイン活動を抽出す

る。 

	 次に対象とする伝統的工芸の品目ごとのデータシート

化と集積により、視覚的な比較検討に有効な資料を作成

する。例えば，配色・形態・素材・文様・用途・パッケ

ージ・社会性やシンボル性などの要素と、組み合わせや

バランスなどの項目を用いて、デザインによる洗練の仕

組みを検討すると共に、取り組みに関する問題点や課題

を把握する。これらのデータシートを補助的に用いなが

ら、コンセプト形成力の育成や伝統的工芸とデザイン提

案の学習モデルを考察する。 

	 日本の手仕事が失われつつある現在、価格の問題から

もアジアの手仕事や伝統的工芸の発信力は高いので、ア

ジアで良好なフィールド調査やヒアリングのコーディネ

ートが実施可能なチェンマイ(バンコクの雑貨市場を支

えるタイ北部の山岳民族の物産集積地)を対象地とする。 

タイはASEAN域内のアパレル生産においてインドネシ

アと並び、合繊・紡績・織り・編み・染色加工・縫製と

繊維産業がフルセットで揃い、経済発展と共にファッシ

ョン消費市場としても成長している	(注３)。加えて、タ

イ王室が行う、タイ北部の山岳民族への阿片の代替農作

物や手工芸の振興などの手厚い支援と奨励策が知られて

おり、シリキット王妃自ら率先された、「サポート基金」

(1976)設立などもある(注４)。	

	 本稿では、伝統的工芸を本来の土地で受け継ぎ支える

人々を主とするタイ山岳民族の染織を取り上げ、フィー

ルド調査の結果を整理して生活デザインへの展開に関す

る考察を行う。																																																

	 予備調査を2016年の8月26-29日に行い、2017年の8月

25-30日に本調査を行った。	

	

３. 結果について 

	 調査を実施したうちの17カ所(図１)について、販売の

現場と生産の現場とその他の施設の３つの観点から整理

し生活デザインへの展開について検討した。	

３.１.販売の現場 

３.１.１.各種の市場	

	 ナイトバザール(図１の①)は市内中心部の城壁からほ

ど近いチャン・クラン通りの300mほどの距離にびっしり

と屋台が立つ。夕刻までに屋台を組み立て、細々とした

商品を満載して観光客に声をかけるという日常であるが、

どの店先でもスマートフォンをいじりながらの店番で、

客に熱心に商品を勧める様子や声がここ数年めっきり少

なくなっているという。市場で長年当たり前であった情

景はあと数年すると消滅するかもしれないという様相を

呈している。雑多な観光土産がほとんどだが、隣接する

アヌサーン市場(図１の②)の中には、山岳民族出身者が

伝統的工芸由来のものを自ら扱う小さな店が多くある。	

	 週末にチェンマイ旧市街の中心ともいえるワット・プ

ラシンの門前からターペー門に向かうラチャダムノン通

りで開催されるサンデーマーケット(図１の③)は、工芸

品的なものが多く、山岳民族が種族伝来の衣装で応対す

るブース(図２)や、良品を扱う専門店も出店している。

山岳民族の染織デザインの活用を比較する上で適したフ

ィールドであった。	

	

図１ 調査箇所の概略図 

	

図２ 山岳民族のブース(サンデーマーケット)	
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	 タイ山岳民族の主な種族のテキスタイルデザインの特

徴として、染めや織の布の上から施した、山間で映える

色鮮やかな刺繍が挙げられる。図3にHmong(モン)族の刺

繍とYao(ヤオ)族の刺繍とLisu(リス)族の重ね縫いの例

を示す。モン族の刺繍は多様であるが、いずれも精緻で

カラフルなクロスステッチや渦巻き紋が特徴である。ヤ

オ族の刺繍にはシックな色調もあり、伝承している刺繍

のパターンは動物や花や状態などを示す	(注５)。	

	 サンデーマーケットの数あるブースの中でも、バッグ

や小物を展開する「ThongPua」(図１の③)はモン族のテ

キスタイルの特徴と質の高さを通して民族の文化に誇り

を持つ姿勢が鮮明であった。	

	 生活関連のあらゆるものを扱うワロロット市場の近く

(図１の④)には、山岳民族が自ら販売する仮設のような

店舗兼住まいがひしめいており、健康面が懸念されるよ

うな環境である。掘り出し物に巡り会うためには、覚悟

と根気と体力も必要である。	

 

図３ タイ山岳民族の主な種族のデザインの特徴 

   (左 Hmong 中 Yao 右 Lisu) 

 

	 チェンマイ郊外のHang	Dong/ハン・ドンは本来家具の

市場であるが、近年はインテリアやデコレーションのサ

ンプルを並べており、各国からバイヤーが訪れる。日本

から見学研修に訪れた学生たちとも出会った。「At	Home」

(図１の⑤)は木製家具を中心に陶磁器等も扱うインテリ

アのショウルームで、いくつもの提案スペースを回遊す

る展示空間は、対応力の高さを示していた。	

３.1.２.セレクトショップなど 

 山岳民族の伝統的工芸を用いたリビング雑貨のうちセ

ンスや質の高いものを販売するセレクトショップの中に

は、企画から制作と販売をトータルで行うものもある

(図４)。「Sop	Moei	Arts」(図１の⑥)はソップ・モエ

村のKaren	(カレン)族の布やカゴをアレンジしている

が、製作者への還元率や若者への奨学金などの活動が知

られており、独創性の高い製品に加えてインテリアデコ

レーションの質も高い。「VILA	CINI」(図１の⑦)はチ

ェンマイのジムトンプソンとも呼ばれており、上質のシ

ルクを用いたインテリアファブリックの展開が主である

が、約150年を経た古い商家の中庭を構えた心地よい空

間とイメージが調和している。「Cha	Chaa」(図１の⑧)

はアクセサリーのディスプレイ什器として民具を用いて

おり、そのクッション材として白米と黒米を使うなど、

背景の文化から切り離さず抱合していることからも誇り

と気概のある姿勢を強く感じる。	 	

	 この3店舗に共通するのは、幾多の中から独創性の高い

良質のものを吟味して組み合わせたアイテムの展開が、

商品として強い魅力を持つ一方で、洗練された空間と比

例するように価格が跳ね上がるために、気軽に手に入る

ものではなく、多くの人には手が届きにくいという構図

である。例えば有名ブランドからのオファーで素材を提

供することを契機に変容を遂げるケースなどは、伝承さ

れた技術を気の遠くなるような時間をかけて作り上げた	

	

	

	

図４ セレクトショップ 

					(上 Sop Moei Arts 下 Cha Chaa) 
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ものが正当な評価を得た結果ともいえるが、伝来のエッ

センスを薄めずに方向性を見失わないで継承しつづける

ことには困難が伴う。	

	 「THA	NGEN	2000	CO.,LTD」(図１の⑨)は、日本人の経

営で、日本人の要望を反映した服やバッグなどを展開し

ているが、人件費上昇と腕のある職人の後継者不足を憂

慮しており、設立から約20年間で経費は約10倍になった

という。若い世代の職種に対する意識と傾向は、日本と

同じ道を辿っており仕事を巡る環境に悪循環が生じてい

ると指摘する。	

	 「Silber	Sweets」(図１の⑩)はカレン族の衣装に欠か

せない手作りのシルバービーズを用いて貴石と組み合わ

せ、現代のファッションに合わせた多様な展開をしてい

る。オーナー自らがデザインに携わるため、要望に短期

間で答えられる強みがある。	

「Thai	Tribal	Crafts	Fair	Trade」	(図１の⑪)は、

タイ北部の山岳民族を支援することを目的として1973年

に設立されており、Mien(ミエン)・Lahu(ラフ)・Lawa(ラ

ワ)・Lisu・Karen・Hmong・Akha(アカ)の7民族のハンデ

ィクラフトを扱っている。生産者とつなぐセンターであ

り、デザインや品質の指導も行っていて、その違いは一

見してわかる。	

例えばリス族の重ね縫いを用いたデザインを比較す

ると、図５の左上は民族伝来の色彩そのままに重ね縫い

を施した可愛い小さなポーチでお土産品として出回って

いるが、用途やサイズも十分に考えられたものではなく、

愛着を感じて長く使用するかは意見が分かれるところで

あろう。図５の左下は色相のグラデーションを用いた他

のシリーズとは異なりモノクロのコントラストを効かせ

たもので、底部にマチをとり短い持ち手もついている。

また、全面が横使いの重ね縫いとなっており、前者とは

製品化にあたる意識がかなり異なる。なお、責任者の女

性はデモンストレーションで来日したこともあると語っ

ていた。図５の右はタイ・トライバル・クラフツ・フェ

アトレードが介入した製品で、いわゆる商品として洗練

されている。色違いが数種あったが、いずれも縁布との

組み合わせも考慮したシックな配色で、重ね縫いのピッ

チの繊細さも増している。また、ポーチとしてのサイズ

や使用感も検討されており、内側にはポケット収納があ

る丁寧な作りになっている。	

 

図５ Lisu族の重ね縫いのデザイン 

 (上 従来からのもの 下 近年主流のもの 右 フェ 

  アトレード団体の介入によるもの) 

 

３.１.３.ショッピングモールなど 

 旧市街の周辺には、若い世代で賑わう大型ショッピン

グモールがある。空港近くのセントラルプラザは観光拠

点としての利便性も高く、施設のハイライトとして

「NORTHERN	 VILLAGE」	 (図１の⑫)を広いスペースに設

置しているが、より多くの観光客や若い世代へのアピー

ルとしては、疑問が残るものであった。熱意が伝わらな

いおざなりな印象は逆効果ともいえ、課題の再生産が危

惧された。	

３.２.生産の現場 

	 チェンマイから車で40分ほどのサンカンペーンは見学

施設も兼ねた、産業観光の一帯であるが、その近隣の縫

製会社「Fai-Sankampheang	Co.,Ltd	」(図１の⑬)は、今

回調査のコーディネートを依頼した有限会社ウオールデ

コ代表	岩下陽子氏の主な取引先である。日本との取引も

多く、日本人の嗜好に合わせた自社の洋服サンプルも豊

富に揃う。各種の生地を選び、細部の変更に合わせてパ

ターンを起こしたのちに試作の確認をして注文という流

れで、打ち合わせを少なくとも3回経て、滞在中に納品完

了というスタイルである(図６)。	

	 一般的なビジネスのスマートなアプローチに比べると

手間がかかるが、自身で歩き見て触れて選んだものを信

じて仕事を進める20年来の方法は、ゆるぎなく確実で、

その姿勢は担当者から「スペシャルだから」と一目置か

れている。通常の取引先とは異なる複雑で面倒な注文を
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小ロットでも受注し、市場等で入手した布などの持ち込

みにも応じているのは、タイの山岳民族の伝統的な布を

尊重する熱意に対するものであり、親近感を超えて敬意

を含んだ信頼関係が長年かけて培われているからである。	 	

伝統的工芸は自国の特徴的な文化であり、もっと理解

され広めたいという意識も見られた。なお、縫製部門の

人出不足により、生産が滞りがちな時期もあるという。	

また、埃にまみれて探し出した未整理の布を洗って縫

い目をほどく作業を自ら行うことから発見があり、アイ

デアが生まれることは、作品制作と共通する点である。	

	 ネット通販の全盛で商品レビューやポイント還元のシ

ステムに慣れた消費者には想像しがたく、ものづくりの	

	

	

図６ 縫製工場における打ち合わせと発注 

(Fai-Sankampheang Co.,Ltd)  

 

醍醐味や経験の機会がないことを勿体無いと痛切に実感

した。	

「Jolie	Femme」(図１の⑭)は、タイシルクのショウル

ームと工場であり、伝統的工芸から発展した地場産業で 

あるが、野蚕種の製糸から手織りの工程が見学できる設

備も併設されている。 

３.３. その他の施設 

３.３.１.山岳民族村 

 本来山岳民族は容易にアクセスできない山奥に住むが、

近年は山を少し下りた地域に集落もあり、市街地から車

で約1時間ほどの距離に山岳民族の実態を見学できる観

光施設もいくつか存在する。その中の一つである山岳民

族村「BAAN	TONG	LUANG	Eco-Agricultural	Hill	Tribe	

Village」	(図１の⑮)ではYao・Hmong・Padong(パドン)・

Kayaw(カヤウ)・Karen・Lahu・Palong(パロン)・Akhaの

8種族が生活しながら実演を行っている(図７)。自ら販売

も行っているが、同様のものが市場に比べて割高のため、

売り上げにつながりにくいことが残念である。	

	 従来、山々で焼き畑による閉鎖的な生活を築き、文字

を持たない文化において衣装の持つ意味が大きいことが、

この施設の8種族からも推し量れる多様さである。	

３.３.２.コレクション・ギャラリーなど 

	 チェンマイ国立博物館は長期にわたる改修中のため、

今回の対象に関わる見学は叶わず、チェンマイ市芸術文	

化センターも不定期の休館中であったが、チェンマイ大

図７ 山岳民族村(BAAN TONG LUANG Eco-Agricultural Hill Tribe Village) 

   (左 Karen族の織 中 Yao族の刺繍  右2枚 Hmong族の蝋纈染とアップリケ)  

215



千代田憲子	

学のアートセンター	 (図１の⑯)では、美術学部の教員

による展覧会「VISUAL	ART」が開催中であった。絵画・

インスタレーション・工芸・彫刻(鉄・木・石など)など

多分野にわたる作品のほとんどが地域や伝統的工芸に

関連するモチーフや技法の融合と展開に取り組んでお

り、興味深いものであった。	

	 そのほかにも、歩道空間を活用した洗練された演出の

ポップなアートイベントを車中から見かけた。	

タイの民芸を扱う老舗ともいえる「PAKERYAW」(図１の

⑰)は郊外へ店舗を移し、市内の喧噪を離れた閑静な環

境にある民家で長年のコレクションを展示するギャラ

リーも併設していた。	

 		

４. まとめと考察 

４.１. 汎用性や普遍性へ向かうことの問題点 

	 伝統的工芸が、より多くの人々に受け入れられるため

に汎用性や普遍性を持つことは、ある意味本来の特徴や

伝統的な約束事を薄める方向であり、諸刃の剣でもある。

例えばインド由来の更紗模様はヨーロッパでペイズリ

ー柄として有名ブランドでも多数展開されているが、愛

用者にとってその由来や発生地に関する興味は皆無の

場合も多い。お家芸といわれるスポーツが国際化すると

国際基準に合わせて変遷した結果、当初の姿と異なるも

のになることに似ているかもしれないが、固有のストー

リーと共に受け入れることは、単なる所有を超えた豊か

さとなる。そこから育まれた柔軟な感性は、複雑な人間

関係やストレスフルな環境に対しての精神的な免疫力

の向上につながるのではないだろうか。	

４.２. 伝統的工芸のポップ化について 

	 伝統的工芸とポップの２ワードでネット検索をする

と、幾多の事例が出る。雑貨人気と可愛いものを身近に

置く傾向は拡大を続けており盛況である。確かにポップ

でカラフルな色彩は元気を与えてくれるが、思考を停止

するような影響を与える毒を含んではいないだろうか。

つまり、景観の色彩のように公共のものではなく、個々

の好みを醸成して反映する分野にも関わらず、限られた

色彩に反応して満足する傾向は、豊かな色彩感覚を育む

機会を阻害する要因ではないかと危惧する。	

	 欧州最大級のインテリア・デザイン見本市であるパリ

のメゾン・エ・オブジェでは、岩手県の伝統的工芸品「南

部鉄器」のカラフルな鉄瓶が人気を呼んだ。香川県の伝

統的工芸品である「さぬき一刀彫」に登場した「ポップ

だるま」は、伝統的なだるまとポップな絵付けの際立っ

たコントラストが評判を呼び、受注を保留するほどであ

る。これらの例は、本来の機能や目的を離れる部分があ

りながらも色彩や文様で新たなイメージを獲得したと

もいえるが、その特徴的なゆるぎない形態の要素が果た

す意味は大きいであろう。しかし、将来、ビジネス面の

効率で材料や工程を変更して形態だけが残ったり、ある

いは材料や工程の変更を問題としない風潮が当たり前

となり、伝統的工芸の存続意義を失う危機を招くことは

避けなくてはならない。	

４.３. 独創的で質の高いボリュームゾーン展開の重要

性	

独創性と質の向上を目指したために高価になると、一

部の人に限られて多くの人に届かず、これが衰退の要因

の一つであるとすれば、打開するためには類義的な許容

の範囲つまり多層化が重要になるのではないだろうか。

調査中にユニークという言葉をよく耳にしたが、独創性

という言葉よりも少し許容が広がる印象がある。伝統的

な文様や衣装の色彩やパターンのみを抽出すればプリ

ントも可能になるので廉価なものになるが、本来の魅力

をどう捉えて伝えるかが課題である。	

	 今回の調査においても、欧米向け・アジア向け・日本

向けと異なるテイストの商品を見受けたが、まさに市場

で観光客とダイレクトなやりとりを通して培ったマー

ケティング力を反映しているともいえよう。多層化は、

選択の幅を広げ購買層の拡大を担保するものと考える。	

		表1は、縦軸を質とし、横軸を対象として多層化を4つ

のステージに表したものである。図８に例示する３点の

うち、上のモン族のトートバッグは丁寧な仕事で伝統の

継承と展開をしておりステージIIIのクラフト・デザイ

ン雑貨に対応する。右のタペストリーは独創性と技法の

融合による作品でステージIVの伝統工芸・アートに対応

する。下のポシェットはミシン刺繍による大量生産品で

安価であり、ステージIIのポップな雑貨に対応する。広

い対象に対して興味の入り口としてステージIやIIの果

たす役割は必要だが、ここで留まらずに本物や本質への

関心を誘うことが重要であろう。そのためには、ステー

ジIIのポップな雑貨の魅力に続いて、長いスパンでステ
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ージIIIのクラフト・デザイン雑貨に継承するためにも

ステージIII内での更なる多層化や充実が肝要と思われ

る。今回の調査箇所のうち、「ThongPua	」(図１の③)や

「Sop	Moei	Arts」(図１の⑥)や「Cha	Chaa」(図１の⑧)

とThai	Tribal	Crafts	Fair	Trade	(図１の⑪)のものが

対応している。	

		ステージIVを支えるためにも広い裾野が必要で、中継

するステージIIIを進化させるための方策が急務であり、

デザイン教育が担う重要な部分と考える。 

 

表1 対象と質による多層化 

 

 

 

図８ 多層化の例 

     (上 丁寧な仕事と伝統の継承と展開 下 ミシン   

   刺繍によるポップな大量生産品 右 独創性と技

法の融合による作品) 

 

４.４. デザイン教育の造形素材としての検討 

素材パーツとして流通しているもの(図９)には限り

があるが、素材と共鳴することでアイデアが次々に湧く 

	

図９ 素材パーツとしての流通	

   (上左 背負い紐の紐 上右 背負い紐の飾り布又  

   はエプロンの後ろ 下左 不明 下右 脚絆)  

	

ような感覚を味わう機会が重要であろう。	

	 デザイン制作を行う際に、貴重な材料をどう活かすか、

どう切るか、その残りで何が出来るか、最後の一片まで

活用できるか、足りないものは何か、使っていない方向

はなど、触りながら検討を重ねたいものだ。	

実物素材の魅力は強いが、一方で文様をプリントとし

て扱うことにも抵抗がないという傾向もある。また、気

の遠くなるような作業を想像しながらも例えば刺繍を

小さく裁断して用いることにもさほどの抵抗はない。し

かし、そのことが新しい発想につながる可能性も含んで

いるともいえる。対象に対する理解や造形力の問題によ

り本質が変化することには注意を要するが、デザインの

場合は問題の解決に向けて様々な条件を調整すること

が重要である。一枚の布にハサミを入れることへの責任

を感じながら進めることの意味は大きいが、試作では、

コピーを活用することも有効であろう。また、ネット検

索による情報収集は瞬時に視野が広がる可能性を秘め

ているので、実材と情報を両輪として活用したい。	

	 将来の伝統的工芸類の変容は免れない状況にあるだ

ろうが、送り手の努力のみではなく受け手の正しい認識

や評価に基づく購買こそが、今後の伝統的工芸の衰退を

予防しながら新たな展開に導くと考えて、デザイン教育

の造形素材としての導入をはかる。	

	 今後は、さらに国内外の事例抽出やヒアリングを充足

した結果を踏まえて造形要素を活用したデータシート

を作成し、伝統的工芸と生活デザインを結ぶデザイン教	
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育について考察をすすめる。	

	 前述の岩下陽子氏とテキスタイルのデザイン事務所

である株式会社ジャンヌマリープランニングオフィス

代表取締役社長	大倉紀子氏は、共に手頃な値段で多く

の人に良さを知って貰いたい、質を追うあまり高価格に

なると限られた一部の人にしか届かない、という持論を

実践している。ビジネスには価格帯の問題が大きくたち

はだかり、為替の変動に一喜一憂する面もあるが、手頃

な価格で良質のものをより多くの人に届けたいと奮闘

する姿勢の背後には、真から愛おしく感じることのでき

るモノを介して人をデザインでつなぐという想いが存

在する。	

	 現地では、針と糸を持つ女性たちを日常の光景として

数多く見かけた。私たちの身辺では、便利なテープ製品

などの登場により家庭から針と糸が消える日も遠くな

いかもしれない。染織を取り上げたことによる特有の問

題に留まらず、手を動かして創作することの本質を支援

する仕組みを考えて行きたい。	
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